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二
〇
一
三
年
十
二
月
十
七
日

　
開
催

ス
リ
ラ
ン
カ
と
パ
キ
ス
タ
ン
│
平
和
で
安
全
な
国
づ
く
り

 

ム
ハ
マ
ッ
ト
・
サ
イ
ー
ド
・
ア
フ
マ
ッ
ト
・

 

チ
ョ
ー
ド
リ
ー
、
タ
ヌ
チ
ャ
・
ク
マ
リ
・
バ

 

ン
ダ
ー
ル
・
ウ
ェ
ラ
カ
ッ
ト
ゥ
・
ム
デ
ィ
ヤ

 

ン
セ
ラ
ゲ 

（
執
筆
＝
今 

千
春
）

■
講
演
者
…
…
ム
ハ
マ
ッ
ト
・
サ
イ
ー
ド
・
ア
フ
マ
ッ
ト
・

チ
ョ
ー
ド
リ
ー
（
パ
キ
ス
タ
ン
経
済
問
題
省
、
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
研
修
生
）、
タ
ヌ
チ
ャ
・
ク
マ
リ
・
バ
ン
ダ
ー
ル
・

ウ
ェ
ラ
カ
ッ
ト
ゥ
・
ム
デ
ィ
ヤ
ン
セ
ラ
ゲ
（
ス
リ
ラ
ン
カ
投

資
委
員
会
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
研
修
生
）

■
司

　
会
…
…
山
形
辰
史
（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
開
発
ス
ク
ー

ル
事
務
局
長
・
教
授
）

■
進
　
行
…
…
矢
頭
典
枝

■
使
用
言
語
…
…
英
語

■
同
時
通
訳
指
揮
…
…
曽
根
和
子
（
本
学
英
米
語
学
科
特
任
講

師
）

■
同
時
通
訳
…
…
平
井
祐
未
、
橳
島
愛
美
、
林
美
波
、
伊
藤
大

貴
、
廣
田
亮
介
、
九
嶋
亨
、
坂
巻
亜
依
、
岩
井
良
晃（
以
上
、

本
学
英
米
語
学
科
通
訳
・
翻
訳
課
程
学
生
）

本
レ
ク
チ
ャ
ー
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
日
本
貿
易
振
興
機
構（
ジ
ェ

ト
ロ
）
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
よ
り
司
会
お
よ
び
講
師
を
迎
え
、
南
ア
ジ

ア
の
国
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。
本
学
と
ア
ジ
ア
研
究
所
と
は

昨
年
度
よ
り
提
携
を
結
び
、
互
恵
的
な
関
係
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

本
学
で
は
南
ア
ジ
ア
の
国
々
を
対
象
と
し
た
コ
ー
ス
は
設
置
さ
れ
て
お

ら
ず
、
こ
れ
ら
の
国
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
は
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

南
ア
ジ
ア
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
昨
年
度
は
ブ
ー
タ
ン
お
よ
び
ネ

パ
ー
ル
か
ら
同
研
究
所
の
研
修
生
と
し
て
来
日
し
て
い
る
二
名
を
講
師

に
む
か
え
て
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
い
た
。
今
年
度
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研
究
所
は
本
学
よ
り
歩
い
て
一
〇
分
ほ
ど
の
非
常
に
近
い
場
所
に
あ
る
。

研
究
所
の
発
足
は
一
九
六
〇
年
で
、
一
九
九
九
年
よ
り
現
在
の
千
葉
市

美
浜
区
に
移
転
し
た
。
ま
た
、
一
九
九
〇
年
に
開
発
専
門
家
の
育
成
を

目
的
と
し
た
開
発
ス
ク
ー
ル
を
開
講
し
、
日
本
人
研
修
生
に
加
え
、
開

発
途
上
国
で
政
府
の
行
政
官
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
人
々
を
外
国
人
研

修
生
と
し
て
受
け
入
れ
、
六
ヶ
月
間
の
研
修
コ
ー
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

今
回
の
講
師
二
名
は
こ
の
外
国
人
研
修
生
と
し
て
来
日
し
て
い
る
人
で

は
パ
キ
ス
タ
ン
と
ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
の
研
修
生
に
講
演
い
た
だ
い
た
も

の
で
あ
る
。

レ
ク
チ
ャ
ー
に
入
る
前
に
、
本
レ
ク
チ
ャ
ー
の
同
時
通
訳
を
担
当
す

る
英
米
語
学
科
通
訳
・
翻
訳
過
程
の
曽
根
和
子
特
任
講
師
お
よ
び
学
生

八
名
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

ま
ず
、
今
回
の
司
会
を
つ
と
め
る
山
形
辰
史
氏
か
ら
ア
ジ
ア
研
究
所

に
つ
い
て
の
説
明
と
本
レ
ク
チ
ャ
ー
の
講
師
二
名
が
紹
介
さ
れ
た
。
同

講師陣と同時通訳用機器の説明をする曽根先生、進行の
矢頭先生

司会の山形辰史先生
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あ
る
。
講
師
の
一
人
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
出
身
の
ム
ハ
マ
ッ
ト
・
サ
イ
ー

ド
・
ア
フ
マ
ッ
ト
・
チ
ョ
ー
ド
リ
ー
氏
で
あ
る
。
彼
は
パ
キ
ス
タ
ン
の

経
済
問
題
省
で
勤
務
に
あ
た
っ
て
い
る
。
も
う
一
人
は
ス
リ
ラ
ン
カ
出

身
の
タ
ヌ
チ
ャ
・
ク
マ
リ
・
バ
ン
ダ
ー
ル
・
ウ
ェ
ラ
カ
ッ
ト
ゥ
・
ム

デ
ィ
ヤ
ン
セ
ラ
ゲ
氏
で
、
国
で
は
投
資
を
中
心
と
し
た
仕
事
を
し
て
お

り
、
日
本
へ
の
投
資
も
行
っ
て
い
る
。

パ
キ
ス
タ
ン

講
演
は
ま
ず
パ
キ
ス
タ
ン
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
。
講
演
の
前
半
で
は

パ
キ
ス
タ
ン
の
基
本
的
な
情
報
、
後
半
で
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
安
全
保
障

と
日
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
た
。

基
本
的
な
情
報
で
は
、
歴
史
、
地
理
的
特
徴
、
経
済
、
文
化
と
言
語
、

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
写
真
と
と
も
に
説
明
さ
れ
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
の
歴

史
は
、
南
ア
ジ
ア
の
地
域
の
国
々
と
共
有
さ
れ
て
い
る
。
古
く
は
ハ
ラ
ッ

パ
や
モ
ヘ
ン
ジ
ョ
ダ
ロ
と
い
っ
た
イ
ン
ダ
ス
文
明
が
栄
え
た
が
、
非
イ

ン
ド
系
の
文
明
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ア
ー
リ
ア
人
の
移
住
な
ど

が
あ
っ
た
が
、
と
く
に
紀
元
前
五
〇
〇
年
の
仏
教
の
流
入
、
一
一
九
二

年
以
降
の
ム
ス
リ
ム
系
文
明
の
流
入
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に

な
っ
た
。
一
七
〇
〇
年
の
ム
ス
リ
ム
系
文
明
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
世
界
の
二

四
％
を
占
め
、
中
東
か
ら
南
ア
ジ
ア
に
か
け
て
最
大
の
勢
力
と
な
っ
て

い
た
。
そ
の
後
、
一
八
五
七
年
か
ら
一
九
四
七
年
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
に

よ
る
支
配
を
経
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
同
国
よ
り
独
立
を
果
た
し

た
。
こ
の
独
立
時
に
イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
と
が
分
裂
し
た
が
、
そ
の

際
パ
キ
ス
タ
ン
は
、
現
在
の
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
で
あ
る
東
パ
キ
ス
タ

ン
と
西
パ
キ
ス
タ
ン
と
に
分
か
れ
た
ま
ま
一
つ
の
国
と
な
っ
た
。
こ
こ

で
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
ー
が
イ
ギ
リ
ス
領
イ
ン
ド
に
い
た
ム
ス
リ
ム

を
集
め
て
建
国
し
た
の
が
パ
キ
ス
タ
ン
で
あ
る
。
そ
の
後
、
政
治
的
な

理
由
に
よ
り
、
一
九
七
一
年
に
東
パ
キ
ス
タ
ン
が
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ

と
し
て
独
立
し
、
現
在
に
い
た
る
。
現
在
の
パ
キ
ス
タ
ン
は
、
地
理
的

に
は
南
ア
ジ
ア
に
位
置
し
て
お
り
、
南
部
は
中
東
の
石
油
産
出
国
、
北

部
は
中
国
の
西
部
と
隣
接
し
て
い
る
。
ま
た
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
特
徴
と

し
て
は
、
世
界
第
二
の
高
峰
Ｋ
２
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
山
々
、
世

界
で
六
番
目
の
人
口
、
最
大
都
市
は
カ
ラ
チ
で
世
界
第
三
の
都
市
と

な
っ
て
い
る
こ
と
、
世
界
第
五
の
軍
事
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
使
用
言
語
に
関
し
て
は
、
国
語
は
ウ
ル
ド
ゥ
語

で
、
世
界
第
三
の
言
語
と
な
っ
て
い
る
一
方
、
公
用
語
は
英
語
で
あ
り
、

英
語
を
話
す
国
と
し
て
は
世
界
で
九
番
目
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
首

都
は
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
九
六
〇
年
に
つ
く
ら
れ

た
近
代
的
な
都
市
で
、
人
口
約
一
〇
〇
万
人
の
大
都
市
と
な
っ
て
い
る
。

イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
は
春
、
夏
、
雨
期
、
秋
、
冬
と
い
う
五
つ
の
季
節
が

あ
り
、
年
間
降
水
量
は
東
京
よ
り
や
や
多
い
。
経
済
に
関
し
て
は
、
Ｐ

Ｐ
Ｐ
で
み
る
と
世
界
で
二
七
番
目
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
み
る
と
四
七
番
目
に
あ

た
る
。
主
な
産
業
は
サ
ー
ビ
ス
業
、
工
業
、
農
業
で
、
近
年
は
五
％
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
を
保
ち
な
が
ら
成
長
を
続
け
て
い
る
。
中
で
も
農
業
が
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雇
用
の
約
五
割
を
生
み
出
し
て
お
り
、
農
業
に
お
け
る
生
産
量
は
世
界

で
八
番
目
と
な
っ
て
い
る
。
文
化
と
言
語
に
つ
い
て
は
、
そ
の
多
様
性

が
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
や

部
族
が
暮
ら
し
て
お
り
、
そ
の
大
部
分
は
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
。
言
語
に

関
し
て
は
、
九
つ
の
主
要
言
語
と
七
〇
の
少
数
言
語
が
存
在
す
る
。
言

語
を
含
め
、
生
活
、
服
装
、
食
事
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
や
部
族
は

独
特
の
文
化
を
も
っ
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
は
、
ホ
ッ
ケ
ー
が
国
技
と
さ

れ
て
お
り
、
ほ
か
に
は
ク
リ
ケ
ッ
ト
や
ス
カ
ッ
シ
ュ
も
盛
ん
で
あ
る
。

観
光
に
関
し
て
は
、
歴
史
的
に
ゆ
か
り
の
あ
る
建
築
物
や
施
設
が
主
で

あ
る
。
イ
ン
ダ
ス
文
明
や
ム
ス
リ
ム
の
建
築
物
、
イ
ギ
リ
ス
式
の
大
学

や
建
物
、
鉄
道
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。
一
方
、
多
く
の
山

や
滝
な
ど
自
然
も
豊
富
で
、
こ
れ
ら
も
ま
た
観
光
資
源
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
安
全
保
障
に
つ
い
て
近
年
の
傾
向
が
説
明
さ

れ
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
対
外
的
な
平
和
、
安
全
、
保
障
に
関
す

る
考
え
方
は
こ
の
二
〇
年
で
劇
的
に
変
化
し
て
い
る
。
と
く
に
冷
戦
終

結
や9.11

以
降
、
こ
の
変
化
は
顕
著
と
な
っ
た
。
一
九
九
四
年
、
元

パ
キ
ス
タ
ン
大
蔵
大
臣
、
当
時
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ（
国
連
開
発
計
画
）の
総
裁
特

別
顧
問
で
あ
っ
た
マ
ブ
ー
ブ
ル
・
ハ
ッ
ク
博
士
は
『
人
間
開
発
報
告
書
』

の
中
で
、「
人
間
の
安
全
保
障
」
に
つ
い
て
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
国
会
の
安
全
保
障
で
は
ま
か
な
え
な
い
個
々
の
人
々
に
対
す
る
保

障
を
国
連
と
し
て
い
か
に
し
て
実
現
す
る
か
を
規
定
し
た
も
の
で
、
七

つ
の
分
野
に
内
容
が
示
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
経
済
の
保
障
、
食
の
保
障
、

健
康
の
保
障
、
環
境
の
保
障
、
個
人
の
保
障
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
保
障
、

政
治
の
保
障
で
あ
る
。
経
済
の
保
障
で
は
、
貧
困
や
失
業
問
題
な
ど
、

食
の
保
障
で
は
飢
餓
や
食
料
不
足
な
ど
、
健
康
の
保
障
で
は
環
境
や
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
起
因
す
る
健
康
問
題
な
ど
を
扱
う
。
環
境
の
保
障
は

天
災
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
、
と
く
に
パ
キ
ス
タ
ン
の
場
合
は
地

震
が
多
く
発
生
す
る
た
め
重
視
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
個
人
の
保
障
で
は

戦
争
や
民
族
紛
争
、
犯
罪
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
保
障
で
は
、
民
族

内
、
民
族
間
、
部
族
間
で
の
問
題
が
扱
わ
れ
る
。
政
治
の
保
障
で
は
基

講演するチョードリー氏（右）と、タヌチャ氏（左）
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本
的
な
人
権
を
保
障
す
る
社
会
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
パ
キ
ス
タ
ン
と
日
本
の
関
係
に
つ
い
て
歴
史
的
な
観
点
か

ら
述
べ
ら
れ
た
。
ま
ず
パ
キ
ス
タ
ン
と
世
界
と
の
関
係
を
み
る
と
、
紀

元
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
と
く
に
仏
教
的
な
文
明
が
あ
っ
た
時
代
、
紀

元
前
七
〇
〇
年
ご
ろ
世
界
で
最
初
の
大
学
が
現
在
の
パ
キ
ス
タ
ン
に
つ

く
ら
れ
る
と
、
世
界
中
か
ら
人
々
が
集
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
つ

い
て
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
と
の
関
係
に
目
を
向
け
る
と
、
一
九

〇
八
年
に
東
京
で
ウ
ル
ド
ゥ
語
教
育
が
始
ま
り
、
一
九
二
五
年
に
は
東

京
外
国
語
大
学
の
蒲
生
礼
一
教
授
が
日
本
初
の
ウ
ル
ド
ゥ
語
教
員
と

な
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
三
〇
年
に
は
東
京
大
学
お
よ
び
拓
殖
大
学
に

お
い
て
も
ウ
ル
ド
ゥ
語
専
攻
が
創
設
さ
れ
た
。
独
立
後
に
関
し
て
は
、

一
九
五
一
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
会
議
に
パ
キ
ス
タ
ン
が
南
ア

ジ
ア
地
域
か
ら
唯
一
参
加
し
て
お
り
、
そ
こ
で
パ
キ
ス
タ
ン
大
使
は
「
日

本
は
平
和
を
愛
す
国
々
に
と
っ
て
、
ま
た
世
界
の
平
和
に
お
い
て
将
来

重
要
な
役
割
を
担
う
国
」
で
あ
る
と
ス
ピ
ー
チ
し
て
い
る
。
そ
し
て
パ

キ
ス
タ
ン
は
、
一
九
五
二
年
、
同
会
議
の
直
後
に
日
本
と
国
交
を
結
ん

だ
数
少
な
い
国
の
一
つ
と
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
現
在
ま
で
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

（
国
際
協
力
機
構
）に
よ
る
人
間
の
保
障
、
経
済
発
展
、
ま
た
国
境
地
域

の
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
の
活
動
も
さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

ス
リ
ラ
ン
カ

パ
キ
ス
タ
ン
に
続
い
て
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
っ
た
。

こ
こ
で
も
パ
キ
ス
タ
ン
同
様
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
歴
史
や
文
化
な
国
の
基

本
情
報
が
あ
り
、
そ
の
後
、
平
和
と
安
全
保
障
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ

れ
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
は
イ
ン
ド
洋
に
あ
る
小
さ
な
島
で
、
他
の
国
に
は
面
し

て
い
な
い
が
、
イ
ン
ド
と
非
常
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ

は
、「
イ
ン
ド
の
涙
」、「
イ
ン
ド
洋
の
真
珠
」、「
笑
顔
の
国
」
な
ど
の
呼

び
名
が
あ
り
、
国
旗
に
は
王
を
意
味
す
る
ラ
イ
オ
ン
が
描
か
れ
て
い
る
。

ス
リ
ラ
ン
カ
の
歴
史
は
約
三
万
年
前
に
始
ま
り
、
三
〇
〇
〇
年
の
歴
史

が
記
録
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
五
〇
五
年
ま
で
は

ス
リ
ラ
ン
カ
王
に
統
治
さ
れ
た
時
代
で
、
そ
の
後
一
九
四
八
年
ま
で
ポ

ル
ト
ガ
ル
、
オ
ラ
ン
ダ
、
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
よ
っ
て
統
治
さ
れ
た
。
イ

ギ
リ
ス
の
支
配
下
で
は
「
セ
イ
ロ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
し
て
一

九
四
八
年
に
は
「
セ
イ
ロ
ン
」
と
し
て
独
立
、
一
九
七
二
年
に
現
在
の

ス
リ
ラ
ン
カ
と
な
っ
た
。
ま
た
、
一
九
八
三
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
ま
で

は
内
戦
状
態
に
あ
っ
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
地
理
的
特
徴
に
関
し
て
い
う

と
、
現
在
の
行
政
的
な
首
都
は
ス
リ
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
デ
ナ
プ
ラ
コ
ッ
テ
、

商
業
都
市
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
は
コ
ロ
ン
ボ
で
あ
る
。
気
候
は
常

に
夏
で
季
節
の
区
別
が
な
く
、
地
域
差
も
少
な
い
。
雨
が
多
く
自
然
が

豊
か
で
あ
り
、
二
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
山
が
島
の
中
央
に
あ
る
。

人
口
は
約
二
〇
〇
〇
万
人
で
世
界
五
七
番
目
の
数
と
な
っ
て
お
り
、
シ

ン
ハ
ラ
人
（
七
五
％
）、
タ
ミ
ル
人
（
一
五
％
）、
ム
ー
ア
人
（
九
％
）
と

い
う
主
に
三
つ
の
民
族
が
い
る
。
公
用
語
は
シ
ン
ハ
ラ
語
と
タ
ミ
ル
で
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あ
り
、
こ
れ
ら
の
言
語
と
英
語
は
国
語
に
も
な
っ
て
い
る
。
宗
教
に
つ

い
て
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
は
主
に
仏
教
国
で
、
ダ
ラ
ダ
ー
・
マ
ー
リ
ガ
ー

ワ
寺
院
に
は
釈
迦
の
歯
が
お
さ
め
ら
れ
て
お
り
、「tem

ple of tooth

」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
て
は
、
代
表
的
な
祭
り

と
し
て
、
仏
教
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
新
年
祭
が
開
か
れ
る
こ
と
、
ク
リ

ケ
ッ
ト
や
国
技
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
特
徴
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
経
済
に
つ
い
て
は
、
内
戦
終
了
後
、
急
速
に
成
長

を
続
け
て
お
り
、
現
在
の
主
な
産
業
と
し
て
は
、
観
光（
遺
跡
や
リ
ゾ
ー

ト
）、
お
茶
の
輸
出
（
セ
イ
ロ
ン
茶
）、
衣
料
、
そ
し
て
米
な
ど
の
農
業

が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

次
に
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
平
和
と
安
全
保
障
を
取
り
上
げ
る
に
あ
た
り
、

ま
ず
ス
リ
ラ
ン
カ
内
戦
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
内
戦
は
、

一
九
八
三
年
七
月
二
三
日
に
始
ま
っ
た
政
府
とLTTE

（Liberation 
Tigers of Tam

il Eelam
: 

タ
ミ
ル
・
イ
ー
ラ
ム
解
放
の
ト
ラ
）
に
よ

る
内
戦
で
あ
る
。
内
戦
開
始
前
に
も
タ
ミ
ル
人
に
よ
る
シ
ン
ハ
ラ
人
や

ム
ス
リ
ム
に
対
す
る
暴
動
や
英
語
公
用
語
化
に
対
す
る
反
発
、
ジ
ャ
フ

ナ
図
書
館
へ
の
放
火
な
ど
、
引
き
金
に
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が

あ
っ
た
。
一
九
八
七
年
の
イ
ン
ド
か
ら
の
平
和
維
持
軍
派
遣
、
二
〇
〇

二
年
の
和
平
交
渉
に
よ
る
停
戦
も
あ
っ
た
が
、
内
戦
状
態
は
続
き
、
一

般
市
民
へ
の
虐
殺
や
タ
ミ
ル
人
で
あ
っ
た
外
務
大
臣
の
暗
殺
な
ど
も

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
九
年
五
月
十
九
日
に
内
戦
が
締
結
、
テ
ロ

リ
ズ
ム
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
内
戦
後
に
は
、
三
〇
万
人

に
お
よ
ぶ
国
内
避
難
民
の
帰
郷
と
再
定
住
化
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
元

LTTE

の
社
会
復
帰
な
ど
が
進
め
ら
れ
た
。
と
く
に
避
難
民
に
対
し
て

は
政
府
の
主
導
に
よ
る
支
援
、
加
え
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
健
康
や

食
事
、
教
育
な
ど
の
支
援
も
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
避
難
民
の
再
定

住
化
の
た
め
、LTTE

に
よ
っ
て
地
雷
の
撤
去
作
業
も
行
わ
れ
た
。
こ

れ
ら
の
政
策
は
、
和
解
（Reconciliation

）、
社
会
復
帰
・
復
興（Re-

habilitation

）、
最
定
住（Resettlem

ent

）と
い
う
３
Ｒ
と
し
て
進
め

ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
経
済
面
に
お
い
て
は
、
内
戦
後
五
つ
の
分
野
に

お
け
る
経
済
政
策
を
実
施
し
、
経
済
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。
こ
れ
は

5H
ubs

と
さ
れ
、
海
運
産
業
、
空
運
業
、
商
業
、
教
育
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
各
分
野
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
政
策
に
よ
り
、
ス
リ
ラ
ン
カ
は
成

長
を
続
け
て
お
り
、
二
〇
一
三
年
に
は
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ（
国
連
開
発
計
画
）の

報
告
で
初
め
て
「H

igh hum
an developm

ent

」
の
ラ
ン
ク
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
。

最
後
に
、
ス
リ
ラ
ン
カ
と
日
本
と
の
関
係
を
取
り
上
げ
、
日
本
が
ス

リ
ラ
ン
カ
に
と
っ
て
主
要
な
成
長
パ
ー
ト
ナ
ー
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
（
日
本
貿
易
振
興
機

構
）な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
日
本
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
経
済
成
長
、

貧
困
撲
滅
、
北
東
地
域
の
生
活
向
上
に
お
い
て
大
き
な
力
に
な
っ
て
い

る
。以

上
二
名
に
よ
る
講
演
が
終
了
し
、
質
疑
応
答
の
時
間
が
設
け
ら
れ
、

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
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スリランカとパキスタン

ま
ず
パ
キ
ス
タ
ン
に
関
す
る
質
問
と
し
て
、
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ

ン
と
地
震
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
に
つ
い
て

は
、
経
済
成
長
に
よ
っ
て
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
ス
リ
ラ
ン
カ
同
様
、

貧
困
層
に
存
在
し
て
い
る
。
政
府
は
こ
う
し
た
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ

ン
や
孤
児
に
対
し
て
援
助
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
行
っ
て
お
り
、

努
力
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
い
う
。
地
震
に
つ
い
て
は
、
現
在
は

ま
だ
シ
ス
テ
ム
は
整
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
正
し
い
知
識
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
に
関
す
る
質
問
と
し
て
は
二
つ
挙
が
っ
た
。
一
つ
は
ス

ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
の
現
状
に
つ
い
て
、
も
う
一
つ
は
オ
ン
リ
ー
・

シ
ン
ハ
ラ
政
策
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
は
確

か
に
多
い
が
、
現
在
は
政
府
の
援
助
に
よ
っ
て
減
少
し
て
き
て
い
る
と

い
う
。
オ
ン
リ
ー
・
シ
ン
ハ
ラ
政
策
は
、
も
と
も
と
シ
ン
ハ
ラ
人
が
ス

リ
ラ
ン
カ
の
多
数
派
で
あ
っ
た
た
め
に
シ
ン
ハ
ラ
人
を
優
遇
す
る
政
策

が
と
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
が
内
戦
の
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
の
回
答
が
な
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
パ
キ
ス
タ
ン
お
よ
び
ス
リ
ラ
ン
カ
両
国
に
対
す
る
質
問
が

二
つ
挙
が
っ
た
。
一
つ
は
平
和
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

チ
ョ
ー
ド
リ
ー
氏
は
、
平
和
と
は
戦
争
が
な
い
こ
と
の
他
に
も
、
身
体

的
あ
る
い
は
精
神
的
に
束
縛
さ
れ
な
い
こ
と
、
経
済
的
に
縛
ら
れ
な
い

こ
と
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
な
ど
多
く
の
意
味
合
い
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。
一
方
、
タ
ヌ
チ
ャ
氏
は
、
世
界
中
の
人
々
が
心
か
ら
笑

顔
に
な
れ
る
こ
と
が
平
和
だ
と
い
う
考
え
を
示
し
た
。
も
う
一
つ
の
質

問
は
、
少
数
言
語
の
消
滅
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
パ

キ
ス
タ
ン
と
ス
リ
ラ
ン
カ
で
回
答
が
異
な
っ
て
い
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
は

新
し
い
世
代
の
少
数
言
語
話
者
が
自
分
た
ち
の
言
語
の
使
用
を
回
避
す

る
傾
向
に
あ
り
、
少
数
言
語
消
滅
へ
の
危
機
感
が
述
べ
ら
れ
た
。
こ
れ

に
対
し
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
多
数
派
の
人
で
も
少
数
言
語
を
話
す
こ
と

が
多
い
た
め
、
大
き
な
問
題
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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